
Double Helix ～Ichikawa × Ohyu～

１．活動時期：2023.8.21～25

２．参加のきっかけ
昨年度同じDouble Helix系列のDouble Helix –translational medicine- に参加した際、他校の人た

ちと英語で明確な答えの無いような問題について対話をするというレアで充実した１週間を過ごした
と感じたとともに、もう少し積極的にディスカッションに加わって、プレゼンももっといいものにできたら
いいな、などとの後悔したこともあり、今年別のテーマで自分の興味のある分野のDouble Helix(DH)
があると知り、応募した。

５年11組 余宮 ひかり

３．参加した感想
①参加する前と後の変化
昨年度のDHに参加する前は、今振り返ってみると、適当に生きていたなと思う。自分は帰国子女
で英語はそれなりに喋れるので、英語力の維持のためにも参加してみようと軽い気持ちでいた。し
かしいざ参加してみると、英語力だけでは足りなかった。周りには一つの問題に対して様々な側面
からの考えを一瞬でまとめて自分なりのオリジナルな回答を作り上げて、それを即座に英語に直し
て発表できる頭の回転の速い人たちばかりで、驚愕だった。自分の今まで考えてきたことの浅はか
さに気付かされ、自分も将来こんな風な人にならないとなと少し焦りすら感じた。それからゆっくりと
いろいろな目線でニュース記事をみてみたりなどし、自分のものの考え方を矯正してみようと試みた。
そして今年のDHでは、この矯正の成果を多少感じられた。一つの問題のいろんな答えを見つける
力はつき始めているなと感じた。ただ同時に、自分の力不足さも感じた。それはとある問題と別の問
題を結びつけてそこの相互関係を見つける力がないということだった。なので今はいろんな側面を
見るだけでなく、とある側面に対して深く、連想ゲームをするように、他の問題に繋がっていないかな
どを考えてみようとしている。

②活動中の面白かったポイント
- ディスカッションメインの授業
- 普段の学校の勉強では習わない専門的な知識も
- 5日間の集大成のプレゼンの準備の時の和気藹々とグループで意見交換している時
- 他のグループのプレゼンを見ること
- 昼休みのトランプ大会！

４．今後参加する生徒に向けたアドバイス
めちゃくちゃおすすめです！他校の人たちと意見交換することなんて滅多にないですし、講師の先

生方も全員優しく、どんな質問をしても答えてくれます。英語力に自信がなくても、何の心配もいらな
いと思います。３日目にはもうみんな私と同じくらい発言してます。私の数年間の海外生活はなん
だったのか…


	スライド 1: Double Helix ～Ichikawa × Ohyu～

